





























































































































































コールに基づく薬物治療管理Protocol Based Pharmacotherapy Management（以下、
PBPM）を構築し運用を開始したので報告する。
【方法】当院入院処方を対象とし、粉砕処方の件数、経管投与の有無、疑義紹介の有無
およびかかった時間、簡易懸濁に変更された件数、粉砕調剤にかかった時間について
集計し、プロトコール運用開始前後での業務効率化について検討した。
【結果】PBPMを構築、運用することにより粉砕調剤の時間、疑義紹介の時間を短縮す
ることができ、業務の効率化を図ることができた。また、薬剤師による粉砕調剤への
対応にばらつきが見られたが、PBPMを構築、運用することにより業務手順の統一化
を図ることができた。
【考察】今回、当院で初めてPBPMを構築し、薬剤師だけでなく、他の医療スタッフ
の業務時間の短縮、効率化を図ることができた。また、改めて簡易懸濁法について手
順やマニュアルの整備を行い、医療スタッフの知識や技術についても向上することが
できたと考えられる。今後、他の業務についてもPBPMを構築、運用することにより
業務の効率化および統一化を検討していきたい。
